
県教育委員会は、小学校における新たな外国語教育の円滑な導入や小・中接続などを踏まえ、「移行期間からの教科担任制」を
推奨するとともに、研修の充実や分かりやすい情報提供に努めるなど、各小学校において児童が主体的にコミュニケーションに取
り組む「質の高い授業」の実現を支援します。

ふくしま小学校外国語教育推進プラン

平成３２年度からの新学習指導要領の全面実施（小学校）を見据え、小学校外国語教育の早期化・教科化に対応するために、｢人事・組織関係｣
｢資料関係｣｢研修関係｣｢実践関係｣の４つの視点から、各小学校及び各市町村教育委員会を支援する具体的方策を講じ、ふくしまの小学校外国語教育
を推進する。

プラン作成の背景

① 専科教員の配置を国に求めていきます。
② 外国語教育の専門性が高い教員の効果的な配置に努めます。
③ 外国語教育の地区の核となる教員が指導の成果を普及させ
ます。

④ 小学校教員の採用において、外国語（英語）免許状取得者
及び英語資格取得者の積極的な採用に努めます。
◇ 英語資格取得者への加点
◇ 外国語（英語）免許状取得（複数免許）者への加点
◇ 試験問題（現在はリスニングのみ）の検討

⑤ 大学との連携により、小学校外国語（英語）指導の必要性
を確認し、英語資格取得を推奨します。

採用や人事配置を工夫します。

人事・組織関係

⑥ カリキュラム・マネジメントに関する情報提供に努めます。
⑦ 県内外の先進校事例に関する情報提供に努めます。
⑧ 評価(CAN-DOリストを含む)に関する情報提供に努めます。
⑨ 指導法の工夫・改善に関する情報提供に努めます。
⑩ 小学校外国語教育推進自校プラン作成に関する情報提供に
努めます。

タイムリーな情報提供に努めます。

資料関係

⑪ 文科省から示された新教材などに関する研修を実施します。
⑫ クラスルーム・イングリッシュなど英語力向上の研修を実
施します。

⑬ 県教育センターにおける研修を充実させます。
⑭ 小学校教員の意見や要望を聞き取り、研修会等にいかしま
す。

研修内容を充実させます。

研修関係

⑮ 「学びのスタンダード推進事業」を通して、授業づくりを
支援します。（「授業スタンダード」の活用など）

⑯ 教科担任制を推進します。
⑰ 教員の英語資格取得を推進します。
⑱ 小・中・高の接続を推進します。

授業づくりを支えます。

実践関係

平成３２年度～（小学校）
⇒ 3･4年生35時間 ／ 5･6年生70時間

（外国語活動） （外国語科）

高校教育課義務教育課教育センター

小学校における｢質の高い授業｣の実施により、外国語教育の充実を図ります。

平成３０～３１年度（小学校）
⇒ 3･4年生15時間 ／ 5･6年生50時間
（最低限の時数） （最低限の時数）

※本プランについては、平成３０年度の予算の成立によって正式に確定することとなります。
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